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肺サーファクタントタンパク質 A による 












































クタントタンパク質 A（以下 SP-A と略）の機能解析を
行ってきた（2）。その過程で、SP-A が抗菌ペプチドの
ひとつであるヒトβ- ディフェンシン 3（以下 hBD3 と
略）と相互作用することを見出していたが、この相互作
用の生理的意義については不明であった。最近の研究








示した。SP-A は hBD3 と相互作用することから、宿主
細胞傷害活性を中和するのではないかと考えられた。





hBD3 処理したところ、予想通り hBD3 の宿主細胞傷
害活性は抑制された。これらの結果をより明確にする












果から、SP-A は単に hBD3 をトラップするのではな
く、機能調節因子としてはたらくのではないかと考え、
























SP-A-derived Peptide の頭文字をとって SAP01 と略）で
も SP-A と同等の活性を示すことが明らかとなった（図
1）（3）。すなわち、SAP01 は hBD3 の宿主細胞傷害活性
や肥満細胞誘引活性を抑制したが、抗菌活性、肥満細
胞の脱顆粒・脂質メディエーター産生を誘導する活性
























図 1　SP-A イン構造と SAP01 の位置
SP-A ノ酸残基からなる単量体が 3 つ集まり 3 量体を形成し、この 3 量体がさらに 6 つ
集まり 18 量体を形成して、花束様の特徴的な高次構造を示す。単量体の構造中には、2 つのドメ
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